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ドイ ツ ･ ミ ュ ン へ ソ に べ ッ テ ン コ
ー ヘ ル 研究所を訪ね て

金沢大学医学部衛生学講座
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今夏は ! 英国中毒学会主催の 毒性機序研究会に 招かれ

て
,

一

週間イギ リ ス 中部の都市 レ ス タ
ー (L e i c e s t e r) に

滞在 した .
こ こ か らの 帰国の途次 , 折角の機会をと らえ

て
, 以前 か ら是非

一

度訪ね た い と考え て い た ,
ミ ュ ソ へ

ソ の ペ ッ テ ン コ
ー

ヘ ル 研究所訪問を計画した . 幸 い ミ ュ

ソ へ ソ に は
, 本学第

一

内科 Ⅰ医師が同大学
･ 生 理学研究

所で研輩中で ある . そ こ で 同君 に お願 い して , 指導教授

ツ ー ラ ウ博士 に仲介の労をと っ て い た だ い た .

ペ
ッ テ ン コ

ー ヘ ル 研究所は , 衆知の 高名な化学者
･ 医

学者で ,
近代衛生学とくに 実験衛生学の 生み の 親 で あ

る ,
ペ
ッ テ ン コ

p ヘ ル (P e tt e n k o f e r , M a x J o s e p h v o n ,

1 81 8- 1 9 0 け教授に よ っ て18 79 年に 設立されたもの で , 世

界最初の衛生学研究所である . こ こ に学 んだ 日本 の学者

も数多い . また ,
ペ
ッ テ ン コ

ー ヘ ル 教授に つ い て は ,
書

物に よ っ て , 細菌学者 ･ 病理学者などと の 紹介もある .

これは 彼の 巾広 い 業績に よ る もの と考えられ る . 研究所

は ミ ュ
ソ へ ン 中央駅に 近 い ペ ッ テ ン コ

ー ヘ ル 通 り に 面

して い る .
こ の 周辺に は ,

ミ ュ ン へ ン 大学附属病院や Ⅰ

医師の お られ る生理学研究所を ほ じ め と した医学関係

の施設が集 っ て い る . 現在 の ペ ッ テ ン コ
ー ヘ ル 研究所

ほ
, 教授が最初設立 した建物で はな い .

こ れ ほ第 二 次大

戦中に戦禍を受けた の で , 約2 0 年前 に元 の場所 に近 い 現

在位置に新築され た . 近代的で ,
か つ 堂 々 た る構えを持

つ建物で ある .

約束 の時間に研究所に 着 い て案内を乞うと ,
二 階の セ

ミ ナ
ー

室に 通され た . 間も なく ,
数名 の 研究所教授が

次々 と集 っ て , 私 へ の歓迎の 言葉を下 さ っ た . 続 い て各

教授か ら現在の研究の簡単な説明があ っ た が ,
そ れ に よ

ると 研究所 で の 研究 の 主 体 は , 現 在 m i c r o b i o l o g y ,

m i c r o g e n e ti c s な どに置か れ て お り , 従来の 衛生学 ,
と

くに べ ッ テ ン コ
ー ヘ ル 教授 の ほ じ め た実験衛生学研究

は
,
1 割程度と の事で あ っ た . 現在 これ らの研究は ,

ド

イ ツ の 各大学でそれぞれお こなわれ , とくに北部工業地

帯に所在する大学で , 環境衛生学を中心 に した研究が盛

ん で あると説明された .

各教授か ら の説明 に続 い て ,
日 本の 医療 , 保健衛生の

現状に つ い て , 次 々 と質問を受け た . 日本の疾病構造 ,

が ん 射 ま じめ とした成人病
,
感染症 , 食中毒の発生状況

な どに特 に質問が集中し た . ま た 日独医学の交流に も関

心が深 い と思われた . 私が今回の 研究所訪問の 目的の
一

つ と して ,

ペ
ッ テ ソ コ

ー ヘ ル 教授 の業績に 興味を持 つ こ

とを述 べ た の に対 し て各教授か ら ,
｢我 々 も勉強不足だ｣

と しなが らも い ろ い ろ逸話などの 披露があ っ た . 中でも

興味深か っ た の ほ , 教授の化学者と し て の 能力と功績で

ある .

一

つ ほ
, 油絵具の改良に つ い て で , 絵具の調合に

際して出来る泡の除去に成功し , 当時 の画家たち か ら立

派な感謝状を受けた こと ,
ま た当時用 い られ て い た銀貨

に
,
不細物 ? と して含まれ て い た 金を抽出する技術を開

発して ,
政府か ら多大の賞賛を得た こと ,

な どが ユ ー モ

ラ ス に 語られ た .

これ ら教授た ちと の会談のあと , 現在の 臨時所長で あ

る ル ッ ク デ シ ェ ル 教授が ,
と く に べ ッ テ ン コ ー ヘ ル 教授

に ゆ か りの ある研究所 内の 2 , 3 の 場所を案内 し て下

さ っ た . 玄関近く に ほ ペ ッ テ ン コ
ー ヘ ル 教授の ブ ロ ン ズ

の 大きい レ リ ー フ がある . 二 階 ロ ビ
ー

に は
, 初代 ペ ッ テ

ン コ ー ヘ ル 教授 か ら現在ま で の 歴 代所長の名が大きく

掲げて ある . 図書室に は ,

ペ
ッ テ ン コ

ー ヘ ル 教授の 多く

の業績に対 して , 当時の ヨ
ー ロ

ッ
パ 各国の 皇帝や首長な

どか ら贈られ た 勲章や賞状の数 々 が保存され て い る .

今回 の ペ ッ テ ン コ
ー ヘ ル 研究所訪問は , 短 い 時間で

あ っ た が , 以前か らの願 い が か なえられ , 私に と っ て 収

穫の多 い 旅で あっ た . 今後も事情が許す限り , 学問の 歴

史や現状をたずね る機会を作り た い .


